社会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究 : ケーススタディ(2)AXIS第2回「金の卵」学校選抜オールスターデザインショーケース by 森下 眞行 et al.
研究報告記事
社会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究
ケーススタディ 2 : A X IS第2回「金の卵」学校選抜 オールスターデザインショーケース
森下員行・太田民雄・村木克爾
lはじめに
超成熟社会においては、かつての大量生産大量消費を
前提とした建築デザイン及びプロダクトデザインの手法
はすでに過去のものと考えられる。 これからのデザイナ
ーには公共的、社会的な役割が大きく期待されるため、
新時代に適合したデザインプロセスの研究を行う。
2研究概要と計画
現代社会が抱える様々な問題点や課題の中から、社会
へのメッセージ性の高いテーマを抽出し、実習課題とし
て取り組む。その成果の客観性を確認するため、外部展
示会にデザイン実習の成果を提示し、インハウスおよび
フリーランスデザイナ一、教育関係者などからの評価を
受ける 。 さらにその評価情報をフィードパックして P D 
C Aサイクルを繰り返すことで、より社会ニーズに適合
したデザインプロセスに近づけてゆくことが可能になる
と考える 。 研究対象のケーススタデイとして、本年度も
昨年に引き続き、株式会社アクシス主催の「第2回 金の
②ワークショップ ： 慶応大学SFC 学生による「インタラ
クション ・ ラピッドプロトタイピング」 9月 7 日（金）
1 3:00～ 1 5 : 00/16 ：・00～ 1 8 ・：00
①ソニークリエイティブセンター原宿オフィスツアー：
9月 4 日 （火）
④パイオニアデザイン社によるレクチャー： 9月 8 日 （土）
16 ：・ 00～
2 . 3.6 主催・企画：アクシスギャラリー
2 .3.7 協賛．キャノン株式会社／コクヨ株式会社／ソニー
株式会社／ダイソン株式会社／株式会社東芝／トーヨー
キッチン＆リビング株式会社他16社
2.3.8 協力 ： 財団法人日本産業デザイン振興会／社団法人
日本インダストリアルデザイナー協会／ウイルクハーン・
ジャパン株式会社／株式会社トウールズ／株式会社
and巴s ign他
3.考察・分析（アクシス報告書より一部抜粋）
3. 1 参加大学：岡山県立大学／金沢美術工芸大学／慶
卵 学校選抜オールスターデザインショーケース」への 慮義塾大学／静岡文化芸術大学／昭和女子大学／女子美
出展参加に取り組むことで、具体的な成果の検証を行う 。 術大学／多摩美術大学／千葉大学／筑波大学／東京芸芸術
2. 1 研究対象授業 大学／東北工業大学／名古屋芸術大学／名古屋市立大学
設計製図3及びプロダクトデザイン実習3
2 . 2 計画日程／内容
平成 1 9年4月 16 日アクシス応募
平成1 9年5月 23 日課題説明会実施
平成 1 9年6月 29 日審査提出物提出 （各コース 1 点）
平成 1 9年8月 30 日～9月 9日アクシスギャラリー展示
平成 1 9年9月 2日ギャラリープレゼンテーション
平成 1 9年 l l 月 l 日デザイン情報誌「AXIS」 1 2月号発行
平成1 9年l l 月 1 2 日アクシス報告書入手
2.3 研究対象展示会概要
2.3 .1 展示会名称、：金の卵学校選抜オールスター
デザインショーケース．カタチを超えたテゃザイン ［もの］
と［こと］の共生
2.3.2 会期 ： 2007年8月 30 日（木）～9月 9日（日 ）
2.3 . 3 会場 ・ 東京都港区六本木5-1 7- 1 アクシスピル4F
アクシスキ、ヤラリーTEL : 03 5575 8655 
2 . 3 .4 オーフ。ニングレセプション： 8月 30 日（木）
2.3 . 5 ①作品プレゼンテーション： 9月 2 日 （ 日 ） 14. 
00 ~ 16 : 00 、 9月 6 日 （木 1 8: 00 ~ 20 : 30 、 9月 8 日 （土）
14: 00 ~ 16: 00 
お＇MOR ISH ITA Masayuki, OHTA Tarnio, MURAKI Katsuji デザイ ン工学科
／公立はこだて未来大学／武蔵野美術大学／明星大学
計1 6校32点
3 . 2 ポートフォリオ展示：参加校10大学、約 1 60冊
3 . 3 来場者数約2,500名
3.4 来場企業 キャノン、ソニー、東芝、他多数
3.5 パブリシティ日経新聞MJ (8月 l 日 ）／山陽新聞 （9
月 27 日）／六本木新聞（7月 3 1 日）／東京Walker (8 月 28
日）／フレーン i l月号／産デ振メールニュース／六本木
経済新聞 （web ) ／おかやま財界2007/ 1 0/5／週刊Y ia i on
岡山2007/ 1 0/8イ也
3 . 6 アンケート結果
3.6. l 性別 ・ 職業男性： 436 (55 .2% ） 、女性： 328
(4 1.6% ） 、不明： 25 (3.2%) ・デザイナー （インハウ
ス） : 126 ( 1 6.0%） 、デザイナー （フリー） : 49 (6.2%） 、
学生・ 380 ( 48.2% ） 、その他 （教員） : 180 ( 22.8% ） 、
不明： 54 (6.8%) 
3 . 6 . 2 企画内容非常に良い ： 247 ( 3 1 .3% ） 、良い ：
448 (56.8%） 、良くない： 8 ( 1.0%） 、無回答 ： 86 (10.9%) 
3 . 6.3 個別意見 （ポジテ イ フなコメント ）
＜展示会開催の意義＞
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・・・・・・・I
－全国規模で巡回する価値がある 。
－ 昨年より参加校が増えて見ごたえがある
．卒展と違った趣向で面白い。
・デザイナーの可能性を伸ばす良い企画である 0
． 学生と社会人が火流できる価値ある場である。
－学生時代から社会にアプローチしてゆくことは必要0
．デザイナーの可能性を伸すため企画継続求む。
－大学間交流を通じて全体のレベルアップにつながる。
＜テーマ性のあり方＞
「コト J のデザインの重要さ を再認識0
．デジタルとアナログの両面性がある。
・いろいろなf見点があって楽しめた。
・テーマが漠然で分かりにくい。
＜来場目的＞
・ 了供の大学選定のために来た。
－他校と比較して自分のレベルを知りたい0
． 企業側もリクルートに有効。
－卒業生だから後輩の作品を見に来た。
＜感想 ： プレゼンテーシヨン＞
－パネル l 枚とモデルでの説明で分かりやすい表現。
プロダクトと情報系ではプレゼンのやり方が異なる 。
他人に伝えて理解してもらうことはデザインの基本。
＜感想：作品 ・ コンセプト＞
・エネルギーを感じたい、魂をゆさぶる作品を見たい0
．未完成作品で良いので次世代を感じるモノが欲しい0
．作品の完成度より着眼点やデザインへの姿勢が重要。
くその他＞
・ カタログが作品ごとに説明付きなので感激した。
目 ポートフォリオが見やすくなった。
－ポートフォリオの展示スペースが狭し、。椅子が必要0
． ポートフォリオの内容も作品以上に価値がある。
・ポー トフ ォリオ展不は知的所有権の侵害？
3.6.4 興味を持った作品（上位 IO位）
( PRISM SOLE （子供の健康状態が見える靴底 ： 名古屋
芸大） :199 、 ②ORIGAMIBAG （人と人をつなげるプロ
ダクト ： 東京芸大） : 1 39、①細胞椅子（再生増殖も自在
サステイナブルな組立椅子 ： 武蔵野美大） ・： 123、④べら
ん（文字が伝えるヒューマンインタフェース：東北工業
大） : 120 、 ⑤plu s Doorknob+Switch （身近な工夫から地
球温暖化を防ぐ一歩を：明星大） : 117、⑥BOYONIS­
ボヨンとなるイス（使い方は発想次第、固定概念を打ち
破るプロダクト：静岡文芸大）・ 1 13 、 ⑦折り皿 （手で扱
うことの大切さを伝える形：昭和女子大） : 1 12 、 ＠気這
いの通り路（人の気配を伝えるランプ：慶応大） . 97 、
①図書館レンタルパック・本toKids （子供の自主性を伸
ばすプロダクト：名古屋芸大） :96、⑬The Ring Road 
Kitchen Timer （五感に訴えかけ行為を誘導するデザイン：
多摩美大） :95 
リストから来場者の興味の傾向が推測される。 基本的
には作品の分野カテゴリ ー というよりは、作品の展示内
容の分かりやすさによるものと推測される。今回のテー
マである「カタチを超えたデザイン ［もの］と ［こと］
の共生」に対して作品は、そのテーマ性ゆえに提案する
対象もかなり幅広くなっている。大学での実習テーマは、
「金の卵」の展示テーマを前提に進められたのではなく、
実習作品の中からテーマに沿う作品を選定・選抜してい
る。 一般的なコンペのようにテーマに合致した作品が選
定されるのではないので、テーマ性との合致というより
も、 イ乍品そのもののコンセプト力やプレゼンテーション
カ（表現力）がアンケートの結果として反映されている
と考える 。
3.6.5 「カ タチを超えたデザインー［もの］と［こと］
の共生」テーマ性と作品の分析：情報デザイン系除く
<I行為8点（Rice Style ： 岡山県立大、 BOYONIS ：静岡文
芸大、 3℃／28℃／36℃：昭和女子大、 ORIGAMIBAG ： 東
京芸大、 刊ORWEAR ：東京芸大、携行するお茶セ ット ：
武蔵美、細胞椅子：武蔵美、気這の通り路：慶応大） 、
②情報 ・ コミュ二ケーション：7点（Route Designer：金沢
美大、 KYUKYU：女子美、ユビキタスサー ビス登竜門 ：
千葉大、 d民overy box：千葉大、べらん ：東北工大、 Ouppoh:
東北工大、 intet ：武蔵野美大） ③エコロジー :4点 （新しい
イエ ：岡山 県立大、折り 皿：昭和女子大、 pI us 
Doorknob+Switch ：明星大、 Origam i Kasatate：明星大）④
少子化.3点 （ piatto ：金沢美大、図書館レンタルパック．
名占屋芸大、 PRISM SOLE ： 名古屋芸大）①時間・2点
(Ter叩us ：多摩美、 The Ring Road Kitchen Timer ： 多摩
美）、＠医療 l点（MDD&MHD：名古屋市立大）
テーマが、 「こと」のデザインを対象にしている以ヒ
ヒトの「行為」を前提とした作品が多いのにもかかわら
ず、社会性を背景にした作品は、 「エコロジ一意識の啓
蒙」 5点、 「少子化への対応」 4点、 「食育への関心」 2点、
「行為の伝承」 「高齢化への対応J 2点など半数近くな
っている。
4. 結論
4. 1 テーマについて
当大学の教育目的である社会性の高い教育テーマ（課題）
を模索するため、 「金の卵」に出展し、 作品のテーマを
第l 固から継続的に考察－分析した結果、以下のような
寸土会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究 森下~行 。 太田民放 ・村木克爾
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方向性があることが判明した。 デザイン課題の方向性と
しては、 1 ） デザイン対象として、 「モノ 」 から「コト」
へ 2）デザイン目的として、 「日常」から「非日常（社
会） J へ と二軸の上位の位置でのあるべき姿を追求す
ることである 。
4.2 外部評価の効果性について
外部展示会への参加を通じた外部評価に関しては、アン
ケート集計数が増加したことで、昨年度での研究ノート
でのコメントにより現実性 （ リアリティ ） が増加した。
例えば、大学のブランド力向上については、昨年のレ
ポートでは、大学のブランドカ向上に関して、入試と
就職といった両面性が確保できていないと明示した。
しかし、今回のアンケート結果では、大学のステーク
ホルダーとして考えられる企業デザイン部門（就職面）
及び受験生 （入学面） に対する認知度アップという両者
に対しては、ブランド力向上で直接的な効果があるこ
とが判明した。
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資料研究対象課題
圃プロダクトデザインコ←ス 3 年 藤川裕子
［作品タイトル］
栽楽
食育プロダクト「Rice S ty le」 ：米作りの最終プロセスに
関わることで食の環境を考える。
［コンセプト］
提案するのは、米を通して食を見直す食育プロダクト
「Ric巴 Sty l eJ 。 稲から米へ変わる最終プロセスである精米
を自ら行うことにより、今まで、遠い存在だ、った米作りの
プロセスへの関わりを意識させる。近年、健康志向によ
り安全性にこだわった食品を望む消費者が増えている。
そのため、生産履歴や生産者の顔が見える作物を求める
声が高まりつつある。 消費者の安全－健康に対する欲求
を満たし、生産者の作物に対する意識を見直す動きとし
て、地産地消のレストランやサービスが注目され、農業
への関心も高くなってきた。 今回は、 「米作り j という
プロセスを具体的に体験・体感するプロダクトを通じて、
安全性や信頼のある食環境を考えることを目指した。
［担当教員］村木克爾准教授
［テーマに対するポイント ］
このプロダクトは、精米という行為を体験させるもの。
使うたびに米の生産プロセス全体を想起させ、食をとり
まく環境や安全について考えるきっかけとなることを目
指した。
．建築デザインコース 3 年小山沙也加
［作品タイトル］
新しいイエ：植物が寄生する家から生まれる新しい生活
のカタチ。
［コンセプト］
近年、都市環境の悪化（ヒートアイランド、大気汚染
等）が問題となっている。 街は、高層ビルが立ち並び、
地面は、アスフアルトで固められている。 その一方で減
少する自然や緑。 この崩れかけたハランスを釣り合わせ
るために、現在の「建物の増加→緑の減少」という働き
に対し、まったく反する働き「緑の増加→建物の減少J
を作用させるとどうなっていくのだろうか。 建物が緑で
覆われたときに始まる人々の生活の形「新しいイエ」を
提案する 。
この新しい家は、屋上庭園や壁面緑化に見られる よう
な緑が整備され制限された形ではない。 緑が近代のシス
テムを飲み込んで、いき、建物に寄生する 。 自然と人間と
の共生。意外に楽しいのではないだろうか。
［担当教員］太田民雄教授
［テーマに買すするポイント］
人間中心の生活スタイルを建物にあてはめるのではなく、
建物の概念を変えることで新しい生活のカタチをつくり
だす。 建物が自然に溶け込めば、そこに住む人間も自然
と共生できるだろう 。
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